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●
残
存
機
能
や
潜
在
能
力
を
見
つ
け
、
や
る
気
を
促
す
作
業
療
法
士

こ
ん
に
ち
は
。
表
題
に
掲
げ
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
留
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
社
会
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
か
ら
は
遠
い
、

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
作
業
療
法
士
は
ど
ん
な
捉
え
方
を
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
の

か
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
定
義
を
見
ま
し
ょ
う
。
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
健
康
の
定
義
を

「
病
気
や
虚
弱
の
有
無
で
は
な
く
、
身
体
・
精
神
・
社
会
的
に
も
満
た
さ
れ
た
状
態
（w

ell-being

）
で
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
定
義
が
生
ま
れ
た
の
は
戦
後
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
荒
廃
し
た
世
界
は
、
大

戦
の
教
訓
か
ら
人
々
が
健
康
的
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
の
考
え
方
を
生
み
ま
し
た
。
70
年

以
上
も
前
か
ら
既
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
考
え
方
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

作
業
療
法
士
の
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
作
業
療
法
「O

ccupational T
herapy

（
オ
キ
ュ

ペ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
）」
は
、
心
と
身か

ら
だ体

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
戦
後
に
日
本
に
も
リ
ハ
ビ

リ
の
考
え
方
が
入
っ
て
き
て
、
そ
の
際
の
訳
語
が
「
作
業
療
法
」
と
表
現
さ
れ
、
今
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

O
ccupational

と
い
う
言
葉
に
は
、
専
念
す
る
、
働
く
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。
日
本
作
業
療
法
士
協

会
の
定
義
で
は
「
作
業
療
法
は
、
人
々
の
健
康
と
幸
福
を
促
進
す
る
た
め
に
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
教
育
、

職
業
な
ど
の
領
域
で
行お

こ
なわ
れ
る
、
作
業
に
焦
点
を
当
て
た
治
療
、
指
導
、
援
助
で
あ
る
。
作
業
と
は
、
対
象
と

な
る
人
々
に
と
っ
て
目
的
や
価
値
を
持
つ
生
活
行
為
を
指
す
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

Rehabilitation

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
ラ
テ
ン
語
由
来
で
す
。
再
び
、
ふ
さ
わ
し
い
、
状
態
・

講演

２
０
２
３
年
９
月
９
日
に
開
か
れ
た
「
お
て
つ
ぎ
文
化
講
座
」
の
要
旨
を
採
録
し
ま
し
た
。
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